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古代ギリシアの法における刑罰としての呪い1

平山晃司

1 はじめに

古代初期の末発達な社会や、いわゆる未開社会においては、法と宗教は末分化の状態に

ある2。社会が発達し、その構造が複雑化するにつれて両者は次第に分離してゆくが＼表

面上は完全に分離を遂げた後もなお、暫くの間は相互補完的な関係を維持する 40

筆者は以前、法と宗教が緊密に結び付いていた古い時代の社会において、後の「犯罪」

の概念に相当する行為に対してどのような措置が講じられたかという問題を、古ゲルマ

ン・春秋時代以前の支那・上古の日本の三つを比較しつつ考察したが＼本稿では古代ギ

リシア社会を対象に、法と宗教が分離し始めてまだ間もない頃の揺藍期の刑事法制のあり

ようを窺知すべく、犯罪者に対する刑罰としての呪いに光を当てる。

2 呪いの社会的機能

呪いは、一個人が神々に呼びかけて祈願することにより、日頃恨みを抱いている仇敵に

災厄をもたらそうとする私的な行為であるばかりでなく、集団の統制に寄与する社会的な

機能をも有していた。

他の諸民族と同じくギリシア人もまた、誓約を行うに際して、それに背いた者に災いが

降りかかるよう祈ることを習わしとしていたが尺かかる呪いの最古の例はホメーロスの

叙事詩の中に見出される。パリスとメネラーオスの一騎打ちに先立ってアカイア一軍とト

ロイア一軍の間で休戦の誓いが取り結ばれるが、その誓約の式において両軍の兵士らは、

酒を大地に注ぎつつ神々に祈願して次のように言う。―-「両軍のいずれの側にせよ、先

に誓約に背いて不埒を働く時は、その当人たちのみかその子らの脳漿も、この酒の如く地

1本稿は2002年に京都大学に提出した博士論文『古代ギリシアにおける刑法の起源と発展』の一部に
加筆・修正を施したものである。
2 Maine (1861) 15; Maine (1883) 5; Gernet (1917) 7f.; Radcliffe-Brown (1933) 206; Reverdin (1945) 169. 
Cf. Durkheim (1893) 113:'Or, l'etat d・ e d1ssociation plus ou moins complete ou se trouvent 1℃ lement Jund1que 
et l'element religieux est un des meilleurs signes auxquels on peut reconnaitre si une societe est plus ou moins 
developpee qu'une autre.' 
4 Gernet (1917) lOf. 
5 平山(2011)。
6 Plut. Quaest. Rom. 275d: 冗ex<;opKo<; Et<; Kmcxpav'<E入EU'!"f/;叶<;£1tt0pKta<;. Cf. id. De sera 548f-549a. 
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上に流れ、またその妻たちは見知らぬ者に婢となって仕えますように」 7 (松平千秋訳）。

ここで注目すべきは、酒を大地に注ぐという行為がフレイザーの言うところの「類感呪

術」ないし「模倣呪術」として行われており、それが呪いの効力を強化するための手段と

されているということである。このように呪いと呪術的行為によって拘束力を付与される

誓約の例は後代の資料からも拾うことができる。

キュレーネー出土の前 4世紀の碑文 (ML5) には、前 630年頃、この町がテーラー島

の植民市として建設された際に、母市の住民と入植者との間で結ばれた協定の内容が含

まれているが、その後半部分に誓約についての記述が見える (40-51)。それによれば、

誓約が取り交わされた後、これに背く者に対して呪いがかけられ、さらに当事者全員によ

って蠍で塑像が作られたが、それらは「この誓約を守らず、これに背く者は、当人もその

一族も財産も、これらの像さながらに溶けて流れて崩れ去るべし」という呪阻の言葉とと

もに焼き尽くされたという。ここでも呪いが誓約に対するサンクションとして機能してお

り、さらにその効力が上述のホメーロスにおける例と同様の呪術的行為によって強められ

ているのである〗

また、ヘーロドトスの伝えるところによれば、前 534年、ハルパゴス率いるペルシア軍

の包囲に遭い、キュルノスヘ移住することになったポーカイア人は、遠征隊から離脱する

者に対して呪いをかけた上、真っ赤に焼いた鉄の塊を海中に投じ、この鉄塊が再び海面に

浮き上がるまではポーカイアヘは戻るまいと誓ったという (1.165)匁このエピソードで

は誓約と呪いの順序が先の二つの例と逆になっているが、結果的には後者が前者に対する

サンクションとなることは言うまでもない。さらにここでは誓約そのものの絶対性がシン

ボリックな行為を通じて顕在化させられており、そのことがこれをいっそう違反し難いも

のにしている（その割には、いざキュルノス目指して出航という段になって、過半数の市

民が祖国恋しさにあっさり哲いを破り、ポーカイアヘと引き返しているが）。

呪いを伴う誓約は社会生活上のさまざまな局面において集団の意思を統一するに与って

力があったが、その典型的な例は戦時におけるそれである。国家の命運を左右するような

大きな戦争を前にして、全市民が団結して死ぬまで戦い抜くことを誓い、さらにその盟誓

に呪いによって拘束力を与えるということが、ギリシアではしばしば行われた。

スパルタ人はメッセーニアーヘの最初の侵攻（前 740年頃）に際して、メッセーネーを

破壊するか、さもなくば全員が討ち死にするまでは祖国へは戻るまいと誓ったが見この

替いに背く者には呪いがかけられた叫前 210年、アカルナーニアー人はアイトーリアー

7 II. 3. 299-301. この呪いは先に誓約を破ったトロイア方の敗北という形で成就することになる。

8 上に「溶けて流れて」と訳した KU'tU入eipecr0m(47: 字義通りには「滴り落ちる」）について Gemet
(1951) 213 n.150は、この語が献酒を連想させる（＜入eipco) ものであることを指摘している。

, Ps.-Arist. Ath. Pol. 23. 5, Plut. Arist. 25. 1にも同様の誓しヽの形式が見える。
10 Str. 6. 3. 3. 
11 Polyb. 12. 6b. 9: ふ61tepoi AoKpol. µ~'te'tat<; a.pat<; evoxoi ov'te<; μ 加：e'tOt<; OpKOt<; Ot<; ooμocrav oi 
AaKeOmμ6vt0tμri 1tp61epov et<;'tT¥V oiKeiav 紅avボ~etv 冗 pl.v 介 1riv MecrcrかV'l'¥VKU泣 Kp如O<;€ 入etv.
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との戦争に際して、勝利を収めるまでは生きて祖国へ帰るまじとの誓いを立て、さらに周

辺諸国に対して自国からの逃亡兵の受け入れを禁ずる旨の呪いをかけた12。また、プルー

タルコスの伝えによれば13、アリステイデースは民会の席上で、アテーナイに講話を持ち

掛けようとするペルシア王クセルクセースの言葉を伝えるために将軍マルドニオスが遣わ

した使者に対して「太陽が正常な運行を続ける限り、アテーナイ人は荒らされた国土と檬

され、焼き払われた神殿のため、ペルシア人との戦いをあくまで続行するであろう」と述

べ14、さらにペルシア人を相手に談合したりギリシア人の同盟から離脱したりする者には

祭司らが呪いをかけるべしとの動議を出したというが、これを信ずるならば、プラタイア

での決戦を控えたギリシア人同盟軍による有名な誓約呵こもまた、サンクションとしての

呪いが付随していたと推測することが可能になる。

呪いはまた、ある種の行動規範に拘束力を与えることもある。アテーナイの「ブージュ

ゲースの呪い」 (po迅的wiapaOは、そのような呪いの代表例の一つである。ブージュ

ゲース (Bous的叩： 「牛を範に繋ぐ者」の意）はアテーナイで最初に牛を用いた耕作を

行ったと伝えられる神話上の人物で、これを始祖と見なす氏族 (Bo迅的m) の一員が毎

年アクロポリスの麓で一種の農耕儀礼 (iepo<;apo1:o<;) を執り行ったが、その際に発せら

れる呪阻の言葉が後にこう呼ばれるようになった。この呪いの対象となったのは、困って

いる隣人に水や火を使わせることを拒否する者、道に迷った人に正しい道を教えない者、

死体を埋葬せずに放置する者、そして他人に邪な忠告をして、自分がそれをすれば良から

ぬ結果を招くであろうと思われることをさせる者であった16。つまりこの呪いは、人間が

社会生活を営む上で当然遵守すべき普遍的な道徳律に対するサンクションとなっているの

である。

3 刑罰としての呪い

呪いはまた、作為あるいは不作為による何らかの犯罪に対する刑罰としても機能してい

た。 DiraeTeiorumの呼び名で知られる、前 470年頃のものと推定されるテオース近郊出

の碑文 (ML30) は、その名の示す通り、共同体社会の公益を脅かす者に向けて発せら

れた呪いの言葉を刻したものである。具体的な犯罪として挙げられているのは、テオース

市民の毒殺、穀物輸入の妨害および輸入された穀物の再輸出、専制君主 (aicruμv印ric;) の

擁立もしくはそれを目的とした反乱仄為政者による種々の職権濫用（専断による処刑、

国家や市民団に対する裏切り行為、追い剥ぎや海賊の容認、他のポリスとの外交や外敵と

12 Polyb. 9. 40. 6 (cf. Liv. 26. 25. 12): 1tepl.'toもてrov切pac;も7t0t~(J(XV't0 7t(X(Jtμev, μa入tcr'taok'tote;'H1tetpro'tmc;, 
ei.c; お μri艇va'tffiV<peu怜Vてrov()底acr0m'tftxropq.. Cf. Latte (1920) 7 4 n. 34a. 
13 Arist. 10. 
14 Cf. Hdt. 8. 143. 
15 Lycurg. 81, Diod. Sic. 11. 29. 
16 Watson (1991) 17; Parker (1996) 286f. 

＂独自の校訂に基づく Herrmann(1981) 20の読みに従う。
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の折衝における反国家的陰謀の画策）といった行為である。そして、これらの罪を犯す者

に対して「その者自身もその一族も死滅すべし」 （年6入入ucr0micat aもおVlCCXt祥voe;お

icdvou) との呪いがかけられている。また、毎年アンテステーリア祭と、ヘーラクレース

とゼウスをそれぞれ祀る祭儀において、この呪いの文言を朗誦するよう定められている専

門の役人 (olnμou炸OV'tec;)が職務を怠った場合にも、彼らは「この呪いを身に受くべし」

（もvて加cxpnexecr0m) とある。さらには、この呪言を刻した石碑を破壊する者、刻まれた

文字を削り取ったり判読不能にしたりする者に対しても、上に挙げた諸々の犯罪行為をな

す者へのそれと同じ呪祖の言葉が記されている。

この碑文から窺い知られるのは、法秩序が確立される以前の古い時代のギリシア社会に

おいては、共同体社会の秩序の維持という機能を宗教が果たしていたということである。

末来の犯罪者に対して呪いをかけるということは、犯罪とそれに対する刑罰を規定した法

を制定し、発効させることに相当する。つまり、ここに見られる呪いは刑法の原初形態の

何たるかを示しているのである。そして、国家の役人がこの呪いの言葉を公の祭儀の場で

朗誦するという慣習が前 5世紀に至ってもなお存続していたという事実は、宗教の持つ上

述の機能が容易には失われず、それに対する信頼も非常に根強いものであったことを物語

っている。

刑罰としての呪いはさまざまな犯罪に対して科せられたが、その事例が最も多く認めら

れるのは、神々を軽んじて尊ばず、神聖なるものに対して冒漬的な行為をなす者を対象と

する呪いである。

第 1次神聖戦争（前 595,......,586年）を惹き起こしたのはキッラーの住民による漬神的行

為であった。デルポイの神殿を荒らし、奉納品の掠奪を繰り返していた彼らに対し、いか

なる罰をもって報いるべきかについてアポッローンに伺いを立てた隣保同盟諸都市

(A.μcptic-tuovec;) は、その託宣に従って大軍を率いてキッラーに攻め入り、住民を奴隷化

した上、市街と港を破壊、さらにこの地をアポッローン、アルテミス、レートーおよびア

テーナー・プロナイアーに捧げた。そして、この聖地を自らも開墾せず、また他の者にも

それを許さず、全力で守り通すことを誓い、それに加えて次のような呪いをかけた。すな

わち、この禁令に背く者は、都市であれ個人であれ部族であれ、アポッローン、アルテミ

ス、レートーおよびアテーナー・プロナイアーの呪いを身に受くべし（もVCX"fl]Sもmco) 、

またこれらの者に大地は稔りをもたらさず、女たちは崎形児を生み、家畜はその時季にな

っても仔を牢まず、彼らは戦争・訴訟・商売のいずれにおいても敗北を喫し、自身もその

家も一族も滅び去るべし(£邸血入etc;eivm)、そして、この者たちが供犠に与ろうとも、そ

れは決して神々の意に適うものにはならず、彼らの捧げる供物は神々に拒絶されるように、

と18。 ー一未来の犯罪者に対する呪誼の中でも最も詳細かつ具体的なものの一つであるこ

の呪いは誓言と神託とともに記録され、前 4世紀まで保持されていたが19、それらは一種

18 Aeschin. 3. 107-11. 
19 Ibid.110:y匂pantat位po如roe;EV吋句唸 113:ta如11c;'C和g句piic;Kat t&v opKrov Kat祈1c;μavtei.ac; 
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の成文法として機能していたと考えられる。

聖地蹂躙の罪に対する刑罰としての呪いの例は他にも挙げられる。デルポイを占拠して

第 3次神聖戦争（前 356------346年）の因をなしたポーキス人には呪いがかけられ竺テー

バイとマケドニアーのピリッポス 2世の同盟軍によって破壊された同地方の諸都市の再建

は禁止された叫また、ゼウスに奉献された聖地エーリスの領内に武装して侵入する者に

対しても、やはり呪いがかけられた220

聖財窃取の罪もまた呪いをもって罰せられた。前 250年頃のものと推定されるデーロス

島出土の碑文は、島内の奴隷を神域から連れ出したり神殿の所有するその他の財物を持ち

去ったりする者、そしてそれと知りながら犯人を告発せぬ者に対して、男女の祭司が「父

祖伝来の慣習に従って」 (l((X泣泣蔽1:pta) 呪いをかけるよう定めている23。また、スミ

ュルナー出土のある碑文 (SIG997)では、女神アタルガティースの聖魚に害をなす者に

加えて、女神の所有物たる什器を機したり盗み出したりする者も魚に食われて悲惨な最期

を遂ぐべしと呪われている巴

さらに、神殿の嘆願者庇護権が呪いによって保護されていたことを伝える資料もある。

前4世紀中頃のものと見られるカーリアーのトラッレイスの民会決議碑文 (LSAM75)は、

ディオニューソスの神域をアジュールとする法案が可決された旨を記したものであるが、

嘆願者の虐待とその看過を禁止した規定の中に違反者に対する呪いの文言が認められる汽

また、エペソス出土の前 2世紀の碑文 (BMus.lnscr. III 520) には、アルテミスの聖域全

体をアジュールと定め、域内に居る者に対する虐待を禁じた同様の法規が見えるが、ここ

でもやはり、その禁を犯す者には呪いがかけられている竺

祭祀や宗教儀礼の冒漬もまた重大な犯罪であった。前 415年、エレウシースの秘儀冒漬

の廉で告発されたアルキビアデースは、遠征先のシケリアーに到着してまもなく本国へ召

還されたが、帰国の途中で姿を暗ましてしまった。そこでアテーナイの民会は被告人欠席

のまま裁判を行い、アルキビアデースに対して死刑を宣告した。そして彼の財産を没収し、

さらに男女の祭司全員が彼に呪いをかけるべきことを決議した巴この呪いは逃亡犯に対

する死刑判決の執行にほかならない。また、アルキビアデースと同じ嫌疑をかけられたア

avay筍•paµµevrov eてtKUt VUV. 
3l Diod. Sic. 16. 60. I: 1: 〇心<;{)£1te<peuy61:a<;'tOOV <l>roKerov Kat'tOOV a入入rov1:&vμe'tE<JXT)KO'trov 1:ft<; i.epocru入ia<;
もvayet<;dvm Kat切町iμou<;叫 vw0ev・
21 Paus. 10. 3. If., Dem. 19. 325. 
22 Str. 8. 3. 33:'tT¥V'HAetav i.epav etvm'tOU△ tO<;,'tOV o'€1tt0V'ta€1tt'tT\V xropav'taU'tT)Vμe0'Olt入rovもvayft
eivat. 
2l Vallois (1914) 250f.; Latte (1920) 70 n. 25. 
24 4-6: ix0u<; tepOU<; μT¥ fJ.()tKEtVμT)鈴 <JKE祝o<;両V't和<;0eou畑μaivecr0m,μri餘虹叫pew紐 'tOUi.epou紐t
K入OltかV.0'tO'¥J⑳ VてtltOtOOV KUKふ<;KUKU姥o入eiq.a1t6Mi1:o, ix0u6j3p叩 O<;yevoμevo<;. 
25 8-12: 0 po<; i.epo<; {X(J'¥)入O<;△ tOV'¥J<JOU BaKxou・'tOV tKE'tT)Vμ11 fJ.()tKEtVμT)OE aOtKOもμevov1tept0pcxv, doeμit, 
も~(J}入T) dvm Kat aもおVKat'tO yevo<; UU'tOU. 
'.IJ5 1:0 1:eμevo<; 1:ft<; Ap咋μtOO<;{X(J'¥)秘vも<J'ttおncxv.ocrov foro 1teptl36入OU,μ11 (J.()tKetv・O<; o'av 1tapal3aivn, a如o<;
如砿Ot'tOKatお祥VO<;.
ヵ Plut.Ale. 22. 5. 
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ンドキデースに対しても、男女の祭司らが「古来のしきたりに従って」 (Ka泣お v6μiμov

ぉ冗払叫vKett &pxafov) 西方を向いて呪いをかけ、紫色の式服を振ったという竺

ギリシア人の信ずるところによれば、ある集団の成員の一人が漬神的行為をなした場合、

しかるべき措置が講じられない限りその集団全体が神罰としての災厄に見舞われることに

なる29。したがって、神聖冒漬の罪を犯す者に呪いをかけるということは、災厄が彼一人

に（ないしは彼とその一族のみに）降りかかるようにするための措置であるといえる。そ

の結果罪人にもたらされる災厄は純然たる刑罰ではなく、直接の被害者である神々自身に

よる復讐という側面を併せ持っている。これに対して世俗的な犯罪の場合は、犯人を呪う

ということは彼を処罰する権限を神々の手に委ねること、いわば神々を執行者として彼に

刑罰を科することである。

世俗的な犯罪に手を染めた者に対する呪いの例としては次のようなものが挙げられる。

例えば、アテーナイのソローンはオリーヴ油以外の農産物の輸出を禁止し、この禁を犯す

者にはアルコーンが呪いをかけるべきこと、さもなくばアルコーン自身が国庫に 100ドラ

クメーの罰金を支払うことを定めた竺また、スパルタではヘイロータイが支払うべき法

定小作料を勝手に釣り上げる者に対して呪いがかけられた叫さらにプラトーンは『法律』

の中で、誰かが自分の両親や祖父母を殴りつけている現場に居合わせた者は、その加

を「この神を恐れぬ者めが！」と大声で叫んで追い払わねばならず、そうしない者には

「法に基づいて」 (Ka-ca v6μov) 家族と両親の守護神たるゼウスの呪いが降りかかると述

べている (881d)。

これまで見てきた例はいずれも呪いそのものが刑法の制裁規定に相当するものとして機

能していたことを示すものであるが32、この段階から一歩進むと聖法 Oexsacra) と世俗

法の両方において呪いと通常の刑罰の併存が認められるようになる。クレーテーのイタノ

ス出土の前 2世紀の碑文 (CJG2561b) は、ゼウスの神域内での家畜の放牧、小屋の建設、

播種、樹木の伐採といった行為が「神聖なる法と呪いと刑罰によって」 (v6μoii; tEpoti; 

Kat &pati; Kat紐i-ciμoii;) 禁じられていたとの文言を含んでいる (51-54) 。また、前 4世

紀前半頃のテゲアーの聖法 (JG5. 2. 3)は、祭司の職務不履行に対する刑罰として罰金に

加えて呪いを科することを規定している33。さらに次の例もこれらに加えてよいかと思う。

ーリュキアーのテルメーッソス出土の前 3世紀の碑文 (OGI55) は、プトレマイオス家

28 Ps.-Lys. 6. 51. 天上の神々に祈るときには東、地下の神々に呼びかけて人を呪うときには西を向くの

が習わしであった。また、 Watson(1991) 51によれば、式服を振るという所作は罪人を地下の神々の元

へ送り届けることを象徴するものだという。

3 一人の人間の犯した罪によって彼の属する集団全体が災厄を蒙るというモチーフは、ギリシア文学の

中に繰り返し現れる。 e.g.II. 16. 384-92, Hes. Op. 240-7, fr. 30. 15-9 M-W, Pind. Pyth. 3. 35-7, Aesch. Sept. 
597-608, Pl. Leg. 910b, Philostr. VA 8. 5. 
ll Plut. Sol. 24. 1. 
31 Ps.-Plut. Apophth. Lacon. 239d-e. 
32 Cf. SIG 987. 35f.: 1:a:'ic; 虹両vv6μrov apa:'ic; evoxoc; fo1:ro; GD] 5653c. lOf.: €7tTJV,: 心c;voμa:ia:c; も1ta:pac;7tOtT¥'tO:t. 
33 2-5: おviepoμvo:μova: iv<pop~ietv·el 6'/xv入mおVμTjtV<pOp~t'!l, £KOおvoa:pxμac; o<p入etVtV Oiiμov K0:1. 
K0:1:0:pfOV e!Va:t. 
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のある王子34のために毎年供犠の式を執り行う旨の布令を刻したものであるが、その一節

に、戦争のために中止を余儀なくされるのでない限り、アルコーンと市民がこの義務を遂

行せぬ場合は、彼らは「あらゆる神々に対して罪を負う者たるべし」 (&,μa,p-i;ro入Ot

如't(l)O"C1,V0函v 冗avてrov) 、そしてアルコーンは（全市民を代表して）千ドラクメーの贖罪

金を支払うべしとの文言が見える (29-35)。

プラトーン『法律』の中のいくつかの規定も、こうした傾向を反映している。—ー「そ

してもし、殺された者の近親者で、父方においても母方においても、従兄弟までの範囲内

にある者が、その犯人を告訴すべきであるのにしなかったり、あるいは、公の場所への出

入りが禁じられている旨を警告しなかったりすれば、その者は、まず第一に、殺人の機れ

を自分自身が蒙るとともに、神々の憎しみをも受けることになるだろう。というのは、法

の中に含まれている呪いの言葉が、不吉な前兆を告げているからである 35。そして第二に

は、殺された者のために復讐したいと望むどの人によってでも、その者は告発されてよい

ことにする」 36 (871b) 。また別の箇所では、国内に持ち込んだ外貨を国庫に預けずに私

蔵していたことが発覚した者、そしてそのことを知っていながら通報しなかった者は、共

に「呪いと非難を身に受け」 (&pff Kat 6vd15n evoxoc; emro) 、さらに持ち込んだ外貨よ

り少なくない額の罰金を科せられるべしと定められている (742b)。

地域によっては呪いと世俗的な刑罰の併存という状態がかなり後の時代まで続いていた

ようである。後 38年のキュジコスの民会決議碑文 (SIG799) には、ポリスの公益に反す

る悪事を働く者や、アゴラーの商品を台無しにするようことをしてポリスに損害を与える

者は「呪われ、かつアルコーンらによって罰せられる」 （も1tapa'tOVdvat切μt0如 0at'tE

枷 0両VUPXOV't(l)V) との文言が見える (21-24) 。

呪いはまた、法そのものの効力を補強する宗教的サンクションとしての役割をも果たし

ていた。例えば、古くはカローンダースの法が呪いによって保護されていたことはその

「序文」が示す通りであるし37、アテーナイのソローンの法も呪いによってその生命を保

されていた38。また、ヘーロドトスの伝えによれば、前 550年頃、もと自国領であった

テュレアーをめぐるスパルタとの戦争に敗れたアルゴス人は、それ以前は長髪にする習わ

しであったのだが、この敗戦を機に頭を丸め、テュレアーを奪回するまではアルゴスの男

子は一人たりとも髪を伸ばしてはならぬ、また女子には黄金の装身具を用いさせぬという

34具体的に誰を指しているかについては諸説ある。

35 CO~11'tO'U voμov apa叶v吋μT1V7tpO'tp€7tE'tat. この語句の解釈については諸説あるが、ここでは Ziebarth
(1895) 60およびEngland(1921), vol. 2, 419 (ad 871 b4)に従って「告発の義務を怠った者には法の中の呪

いの言葉通りの神罰が下る」という意味に解しておく。別の解釈については Gernet(l917)147; Saunders 
(1991) 243を参照。

36 プラトーン／森進ー・池田美恵・加来彰俊訳『法律（下）』岩波文庫， 1993,208より一部改変の上、

~I 用。
Stob. Flor. 4. 154: XPTl l>k もµµeveiv'tOt~EtpT1µevot~,'tOV be 1tapa~atVOV'ta evoxov dvm 1:fl 7t0入t'ttKflap呑．
:E Dio. Chrys. 80. 6: KU1.'tl'lV ap&v, 介vA8T1VUtOt 7tEp1.'tO)V 邸AfOvo~e8ev10v6μrov 1:01~ も7ttXEtpoucrtKa'ta入もEtV,
切VOEt'tEKVptro咋pavoもcrav も7t1.'tOt~ もKEtVO'¥Jv6µot~. 
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掟を定め、さらに呪いをかけた（紐otfiaaV't'ov6μov't'£Kat Ka笛 PTIV) という (1.82)。こ

の呪いもまた掟の拘束力を強化するためのものであることは言うまでもない。また、プラ

トーンによれば、アトランティスの中央都市にあるポセイドーンの神域には、統治者たる

10人の王が遵守すべき神聖な法を刻したオレイカルコス39の碑が立っていたが、そこには

法文に加えて、法に従わぬ者たちに恐ろしい呪いが降りかかるようにと祈る替いの言葉が

刻まれていたという①。最後に、前 3世紀のミューシアーのガンブレイオンの聖法 (LSAM

16) には、テスモポリア祭の挙行に際して婦人監督官 ("(UVatKOVoμo<;) が、この法を遵守

する人々に神々の祝福がもたらされ、これに背く者には逆に呪いが降りかかるように、と

祈願すべき旨の規定が含まれている (17-27)。

前4世紀の法廷弁論を幡いてみると、アテーナイでは民主政治の健全な運営が呪いによ

って保障されていたことを窺い知ることができる。―-「それゆえ、民会が召集される度

ごとに、•••その発言によって評議会や民会や法廷を欺くような者に対して、布令役が呪い

の言葉を発するのです」叫 「では、彼ら（最初の立法家たち）はこれらの人々（民会で

の発言者）についてどのような取り決めをなしたのでしょうか。まず第一に彼らは民会が

開かれる度ごとに、不正を働く者たちに対して国家の名において次のような呪いをかけた

のです。すなわち、賄賂を受け取った後で国政上の問題について発言したり決定を下した

りする者があれば、その者は破滅すべし、と」 42。 「我々のポリスでは民衆こそが国政を

司る者であって、他の何者もその主とならぬよう、呪いと法とその他の護り手が見張って

いるのです」丸

4 結論

以上の考察を通じて明らかになったことは、古代ギリシアにおいては刑法がある程度発

達を遂げた後もなお、宗教が共同体社会の公益の保全と秩序の維持に寄与し続けていたと

いうことである。犯罪者に対する刑罰としての呪いは、さまざまな地域において長きに亘

って有用性を保持していた。そして、断片的な諸資料を上のように曲がりなりにも整理し

てみると、呪いの果たした役割が法の発達に伴って次第に変化していったことが朧げなが

ら見えてくる。

呪いは特定の個人を対象とする攻撃の手段という私的な利用にとどまらず、誓約や道徳

的規範に対するサンクションとして、かなり古くから公的・社会的な役割をも果たしてい

た。この呪いの社会的側面が進化したものが、すなわち法である44。太古の社会において

バpeixa入KO<;. 字義的には「山の銅」の意。銅の一種（黄銅鉱？）またはその合金（真鍮？）かとされ
るが、不詳。
43 Criti. l l 9e. 
41 Dem. 23. 97. 
42 Din. 2. 16. 
43 Dem. 20. 107. 
44 Harrison (1922) 142. 

58-



は呪いが刑法そのものとして機能していた。やがて社会が成熟し、法が発達すると、呪い

は他の刑罰に加えて科せられる二次的なものになる。しかし、犯罪者の処罰権が神々の手

から人間の手に移った後もなお、呪いは国制・法秩序の護り手として、その社会的機能を

発揮し続けたのである。
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